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令和８年度 第１回文化財保護委員会抄録 

 

日時 令和８年５月２３日（土） 

   午前１０時から１１時３０分まで 

会場 安城市歴史博物館２階 講座室 

 

辞令交付 

１ 教育長あいさつ 

２ 異動職員紹介 

３ 正副委員長選任 

神谷浩委員が委員長、岩田敏也委員が副委員長に選任 

４ 委員長あいさつ 

５ 協議事項について 

（１）令和７年度文化財保護関係事業結果について 

【説明】（事務局） 

・令和７年度第３回文化財保護委員会以後実施した事業について、文化財保護事業では松

くい虫防除、文化財悉皆調査を実施。埋蔵文化財調査事業では明治航空基地関連施設で

発掘調査を実施。 

【質疑応答】 

・明治航空基地関連施設の保存活用等の今後の方針は？（委員） 

→調査成果を埋蔵文化財センターに展示したり、小中学生の歴史・平和学習に資料を提

供したりすることを考えている。 

（２）令和８年度文化財保護関係事業計画について 

【説明】（事務局） 

・文化財保存事業補助金や天然記念物の害虫駆除等委託、史跡整備事業を予定。 

（３）令和８年度指定文化財の管理調査について 

【説明】（事務局） 

・法行寺や西方寺、丈山文庫等を予定。 

【質疑応答】 

・初めて管理調査対象となる文化財はあるか？（委員） 

 →史跡のなかには周期から漏れて管理調査を久しく行っていなかったものも含まれる。 

（４）市指定 桜井町棒の手伝承地について 

【説明】（事務局） 

・土地所有者から史跡の維持管理について相談があった。 

【質疑応答】 

・指定の対象と伝承地の根拠は？（委員） 
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 →塚と宝篋印塔の残欠が指定の対象。伝承地の根拠は古老の伝承による。 

・伝承地の意義について、現在棒の手の活動を行っている方々の意見を伺ってはどうか。

（委員） 

 →今後聞き取りを行いたい。 

６ 報告事項 

（１）本證寺史跡整備工事について 

・令和８年度の整備工事予定を報告。（事務局） 

（２）文化財啓発事業について 

・文化財啓発事業の実施方針について文化財係の指標を整理。（事務局） 

 


